
年報『経営分析研究』第34号（2018年３月）

─ 148─

【研究部会プログラム】

【中部研究部会活動報告】
 中部研究部会長　向　伊知郎（愛知学院大学）

　2017年度の中部研究部会の活動は，下記のとおりであった。

第64回研究会
　１．日時：2017年５月27日㈯
　２．会場：愛知学院大学　栄サテライトキャンパス
　３．報告：
　　報告者：向　伊知郎氏（愛知学院大学）
　　テーマ：「IFRS適用企業における財務情報の分析的枠組み」

第65回研究会
　１．日時：2017年10月28日㈯
　２．会場：愛知学院大学　栄サテライトキャンパス
　３．報告：
　　報告者：鷲津　泉氏（愛知学院大学）
　　テーマ：「IFRS任意適用企業の特質─財務報告のインセンティブを中心に─」実

第66回研究会
　１．日時：2018年２月15日㈭
　２．会場：愛知学院大学　名城公園キャンパス
　３．報告：
　　報告者：平賀正剛氏（愛知学院大学）
　　テーマ：「ASEAN10カ国の財務報告制度の枠組みとIFRS採用状況」

関東・関西・中部合同研究部会
　2017年度には，関東・関西・中部の研究部会による合同研究会が，下記のとおり開催された。
　１．日時：2018年３月20日㈫～21日㈬
　２．会場：下呂水明館会議室
　３．報告：
　　第１日目　統一論題：「経営分析の教育・研究」
　　　第１報告　木村敏夫氏（流通科学大学）
　　　第２報告　坂上　学氏（法政大学）
　　　第３報告　奥村雅史氏（早稲田大学）
　　第２日目
　　　研究報告　野口倫央氏（愛知学院大学）
　　　会長講演会
　　　　薄井　彰氏（早稲田大学）「利益操作の実証モデルとその限界」


